
貴女の肌年齢を

　　巻き戻しませんか？

こんな方におすすめ
● お顔全体のゆるみに悩んでいる方
● まぶたのたるみを気にしている方
● ほうれい線や目の周りの下がりを気にされている方
● 頬のたるみ、フェイスラインのゆるみ、二重あごにお悩みの方
● にきび、角質の汚れ除去、毛穴縮小を希望される方
● 小ジワ、眼の下のちりめんジワ、肌質の改善を希望される方
● 若い為たるみは無いが、ニキビ肌改善と小顔化を希望される方
● ワキガ、多汗症の治療もニードルで可能です

治療のメリット

シワとフェイスラインのたるみ改善

真皮からのひきしめ・真皮の再構築

ニキビ肌・毛穴改善・キメの細かい肌質へ

肌のリフトアップ・ゆるみを取り除く

ニキビ跡・傷跡

INFINIは、顔の皮膚のたるみを持ち上げる高周波治療です。
即効性に優れ、痛みなく、ダウンタイムもほとんどありません。

切らない機器治療は2002年にサーマクールが登場して以降、さまざまな機種が登場しました。
特に高周波のサーマクールとHIFU超音波を利用したウルセラがこの分野の先駆けとして有名です。
この2つの機種はとても良い治療ですが2点の問題点がありました。
痛みのコントロールがしづらいことと、高額な治療となるため患者様のコストの負担が重いことです。

近年では同種の仕組みを利用した機器が数多く出ているため、いくつかを検証した結果、当院では美容大国韓国で、
アジア人の肌に合わせて開発されたINFINIを導入しました。
ほとんど痛みを感じることが無く、術後に腫れや赤みを起こすこともありません。
また、リーズナブルにご利用頂けるため、複数回ご利用頂くことで継続的なメンテナンスが可能です。

世界初の
2channel照射

INFINI HYBRIDは表皮～真皮までのハイブリッドな
治療効果を実現し、お肌のゆるみと肌質を同時に
改善するレーザー治療です



皮膚は、皮下組織を包む袋です

その袋の素材が厚くて弾力があれば、袋の中身の形状変化が表面にでにくくなります。
INFINIは真皮を若返らせ、袋（＝皮膚）に弾力を取り戻させます。

30歳代

～

40歳代

INFINIやMOZAICフラクショナルレーザーで
皮膚を若々しく健全に保つことで、
その後のたるみの進行を予防することが可能です。

40歳代

～

50歳代

まだたるみが軽微でありINFINIやMOZAICフラクショナルレーザーで
急激なたるみの進行を予防することが可能です。

理想は1～2月に1回、
INFINI ①Lift up + ②Non-needleフラクショナルを継続し、
半年に1回、③NeedleフラクショナルかMOZAICフラクショナルレーザー
などの強めのタイトニングをすることがお勧めです。

50歳代後半

～

60歳代以降

皮下組織のたるみも強く、袋も薄くなっており進行が激しいため、
注入療法（ヒアルロン酸、BOTOX注射）の併用が理想です。

半年に1回注入療法（or INFINI ③Needleフラクショナル）をして、
1～2月に1回ペースでINFINI ①Lift up + ②Non-needleフラクショナルで
メンテナンスをします。

INFINI HYBRID価格表

①Lift up　～たるみをUP・肌質の改善～
②Non-needleフラクショナル　～美肌づくり・高いひきしめ効果～
③Needleフラクショナル　～ニキビ跡・毛穴ひきしめ・多汗症を改善～

※①②③ともに月に1回×6回の施術をお勧めします
※多汗症治療は2、3か月に1回×2～6回行います
　（重症度により回数は変わります）
※医療用LED（ヒーライト）併用でより高い効果が得られます（+￥3,500）

顔 顔＆首

①のみ

②のみ

①+②

①+③

①+②+③

￥25,000

￥18,000

￥35,000

￥63,000

￥73,000

￥33,000

￥24,000

￥46,000

￥74,000

￥83,000

※③については、首の施術は行いません

両わき 両手のひら

③多汗症 ￥37,000 ￥40,000

価格は予告なく変更する場合があります

※上記価格は1回分です（税込）
※6回分まとめてお支払いの場合、価格は10%offとなります
※途中解約の場合は、正規価格×施術回数を差し引いて返金いたします

世界初HYBRID
フラクショナルRFインフィニで
お肌のゆるみと肌質を
同時に改善して

弾力性のある美しい肌へ

INFINI HYBRID

副作用・リスク

発赤、腫れ、内出血、色素沈着、やけど、水疱形成が生じることがあります。

未承認機器等であることの明示

日本国内での医薬品医療機器等法における承認を取得しておりません。

入手経路

Lutronic 社（韓国）より医師免許を用いて個人輸入したものです。

国内の承認機器などの有無

同種同効の国内承認機器はありません。

諸外国における安全性等に関する情報の明示

米国FDA、韓国MFDS（旧KFDA）、欧州のCEマークを取得


